
※注意点※
スター製OCXドライバーは使用出来ませんので、
新OCX Ver2.00を使用する必要があります。

【新ＯＣＸドライバー(Ver2.00)のインストール手順】
フォルダ内の『Install.bat』よりインストールを実施してください。

【IPアドレスの初期設定について】
工場出荷時のIPアドレスは『192.168.0.2』です。
192.168.1.*** など、ご利用いたただくネットワーク環境のセグメントが異なる場合は、
設定ツール『DeviceInstaller』をご利用ください。
※IPアドレスを初期化する方法はありません。

DeviceInstaller ダウンロードサイト
https://www.lantronix.com/products/deviceinstaller/
※英語サイトのため翻訳機能をご利用をお勧め致します。

※ダウンロードファイル：DeviceInstaller-4407-Web.zip



互換機の電源を入れ、
C:\Program Files\Lantronix\DeviceInstaller4.4 内の『DeviceInstaller.exe』を起動してください。

下記画面が表示されますので、『OK』を選択してください。

自動的に検索がかかり、デバイスが見つかると下記内容が表示されます。

上記表記にならない場合（No Devices Were Found!の表記の場合）は、
Windowsファイアーウォールの設定を無効化してからお試しください。
（コントロールパネル＞Windows Defender ファイアウォール＞
 左側メニューの『Windows Defender ファイアウォールの有効化または無効化』を選択＞
 『Windows Defender ファイアウォールを無効にする（推奨されません）』にチェック）



XPort-05 を選択し、『IP割当』を選択してください。

下記割当画面が表示されますので、『特定IPアドレスの割当』を選択し、『次へ』を選択してください。

ご利用のネットワーク環境内と同じセグメントのIPアドレスを入力し、『次へ』を選択してください。
※この時点ではサブネットマスクとデフォルトゲートウェイの設定は出来ません。
 後述のwebブラウザからのログインで設定が可能です。



『割当』→を選択いただくことで設定した値に変更されます。
 タスクが完了次第『終了』を選択してください。

 →

デバイスイントーラーの表記が設定したIPアドレスの値になっていれば成功です。



【IPアドレスの固定手順】 ＊）同一セグメントの場合は、ここから
1.MOVE RewriteCard Control Ver2.00 フォルダ内の『XPortDiscovery.exe』を実行してください。

2.『検索する』ボタンをクリック後、IPアドレスとMACアドレスが表示されます。
 ※グレイアウト中は確認中のため⿊い表示になってから『設定を開く』をクリックしてください。

3.左側メニューの『Network』を選択し、『Use the following IP configuration』の欄に固定したいIPアドレスを入れ、
 『OK』をクリックしてください。



4.左側メニューの『Serial Settings』を選択し、Baud Rateの値が『9600』になっていることを確認してください。
 値が異なっている場合は、9600にしてOKボタンを押してください。
 ※互換機の内部的な仕様で通信速度9600以外は動作しません。

5.左側メニューの『Apply Settings』を選択すると自動的に更新が走ります。
 数秒後に設定後の値が表示されます。



6.動作テスト
 MOVE RewriteCard Control Ver2.00 フォルダ内の『MFCSample.exe』を実行してください。
 設定したIPアドレスの値を入力し、『リセット』をクリックして互換機が動作すれば通信確認完了です。

 印字をしたい場合は『印字』ボタンを押してカード挿入すれば印字されます。
 ※時期書き込みの場合、カードは自動排出されませんので『排出』を選択してください。

まだ動作ＮＧの場合は、以下もご確認ください。

3. Connectionから、ConnectProtocolがTCPサーバーモードであるか？ 違うならTCPサーバーモードに変更
4. ポート番号を確認し10001番であるか？ 違うなら10001番に変更

XPortから
1. Conenectionから、ポート番号を10001番以外に設定（適用）

5. ApplyDefoultsを実施（適用）

2. Apply Defaultsを実施（適用）


